
No .

分

兼 分

平成 19 年 11 月 9 日 （ 金 第 2 日目 第 試合 分

第 回戦 分

会
場

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

○

●

打数 安打 失策

2

大
会
名
平成 19 年度

第40回 日本女子ソフトボールリーグ　１部・２部入替戦 試合開始 １０ 時 ００

試合終了 １２ 時 １６

試
合

）曜日 ・ 1

準々決勝 準 決 勝 決　　勝 リーグ戦

試合時間 ２ 時間 １６

中断時間 時間

（球場名）

捕　　手

静岡県 伊豆市 （グランド名）

都道府県 チ　ー　ム 合計 投　　手

天城ドーム

埼玉 戸田中央総合病院 4 2 0 0 0 2

3

0

0

吉田　真由美堤　千佳子

8

2 0 1 0徳島 大鵬薬品 0 0
小橋　葵

小橋　葵

今泉　早智②

長岡　のぞみ

松尾　桃子

12 0

鈴木　里枝

本 塁 打 三　塁　打 二　塁　打

池田　愛美

橋本　夕紀子

柳井　春菜 吉田　真由美

後
攻 26 8 0

先
攻 30

田中　祐視

辻本　明香

戦
　
　
評

戸田中央総合病院が１部の意地を見せ連勝で１部残留を決めた！ 球審 栗城　良子

と今泉の連続三塁打等で貴重な追加点を挙げ突き放した。投げては堤投手 三塁 宮崎　育王

田村　千恵美

記
録
長

戸田は初回打者一巡の猛攻、長短５安打と四球で一挙４点を挙げ試合を 一塁 小見　文江

決めたかに見えたが大鵬薬品の追い上げを受け、３点差とされた６回柳井 二塁 松田　昌士

副
記
録
長

が８安打を打たれながらも要所を締め３点で押さえ完投勝利を収めた。 副審 石川　良雄

大鵬薬品は打線が中盤３点を挙げて粘りを見せたが先発投手が１回で降板 記録 高木　禮二

する誤算が最後まで尾を引いた。 放送


